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ニッケル化合物の健康影響と対象作業

• 対象作業場 ： 金属ニッケル精錬工程

含ニッケル合金製作・加工

装飾メッキ等表面処理作業場

• 健康影響 ： 金属アレルギー、肺ガン

• 作業環境測定対象物質 ： 金属ニッケル及び

ニッケル化合物（粉体に限る）



主
要
な
ニ
ッ
ケ
ル
化
合
物

ＣＡＳ．Ｎｏ 化学式 物質名 水溶解度

７４４０－０２－０ Ｎｉ ニッケル 不溶

６０１８－８９－９ Ｎｉ（ＣＨ３ＣＯ２）２ 酢酸ニッケル（Ⅱ） 可溶

１３４６２－８９－９ ＮｉＢｒ２ 臭化ニッケル（Ⅱ） 可溶

３３３３－６７－３ ＮｉＣＯ３ 炭酸ニッケル 不溶

１３４６３－３９－３ Ｎｉ（ＣＯ）４ ニッケルカルボニル 不溶

７７１８－５４－９７ ＮｉＣｌ２ 塩化ニッケル 可溶

７７９１－２０－０ ＮｉＣｌ２・６Ｈ２Ｏ 塩化ニッケル六水和物 可溶

１００２８－１８－９ ＮｉＦ２ フッ化ニッケル 微溶

１２０５４－４８－７ Ｎｉ（ＯＨ）２ 水酸化ニッケル 可溶

１００２８－１８－９ Ｎｉ（ＮＨ２ＳＯ３）２ スルファミン酸ニッケル 可溶

１３１３８－４５－９ Ｎｉ（ＮＯ３）２ 硝酸ニッケル 可溶

１３１３－９９－１ ＮｉＯ 酸化ニッケル（Ⅱ） 不溶

１２０３５－３６－８ ＮｉＯ２ 二酸化ニッケル

１３１４－０６－３ Ｎｉ２Ｏ３ 三酸化ニッケル（Ⅲ）

７７８６－８１－４ ＮｉＳＯ４ 硫酸ニッケル 可溶

１０１０－９７－０ ＮｉＳＯ４・６Ｈ２Ｏ 硫酸ニッケル六水和物 可溶

１２０３５－７２－２ Ｎｉ３Ｓ２ 二硫化三ニッケル 不溶



ニッケル化合物の測定方法



メッキ作業によるミストの発生

メッキ液の飛散、発生ガスの気泡
の破裂等により、有害金属を含む
ミストが発生



サンプリング １



サンプリング ２



ニッケルメッキ液の発散源



測定結果（1回目）

測定点 ろ過捕集 液体捕集

１ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

２ Ｎ．Ｄ． ０．０１

３ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

４ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

５ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

６ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

７ Ｎ．Ｄ． ０．０１

８ Ｎ．Ｄ． ０．０１

９ Ｎ．Ｄ． ０．０１

Ｂ Ｎ．Ｄ． ０．０２

測定点 ろ過捕集 液体捕集

１ Ｎ．Ｄ． ０．０１

２ Ｎ．Ｄ． ０．０１

３ Ｎ．Ｄ． ０．０１

４ Ｎ．Ｄ． ０．０１

５ Ｎ．Ｄ． ０．０１

６ Ｎ．Ｄ． ０．０１

７ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

８ Ｎ．Ｄ． ０．０３

９ Ｎ．Ｄ． ０．０１

Ｂ Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

Ａ 単位作業場 Ｂ 単位作業場

Ｎ．Ｄ．＜０．０１ｍｇ／㎥



測定結果（２回目）

測定点 ろ過捕集 液体捕集（石英ろ紙＋インピンジャー）

１ ０．００１ ０．００３（０．００３＋Ｎ．Ｄ．）

２ Ｎ．Ｄ． ０．００４（０．００３＋０．００１）

３ Ｎ．Ｄ． ０．０１１（０．００３＋０．００８）

４ ０．００１ ０．０１４（０．００６＋０．００８）

５ ０．００２ ０．００６（０．００４＋０．００２）

６ Ｎ．Ｄ． ０．００３（０．００３＋Ｎ．Ｄ．）

７ ０．００２ ０．００８（０．００４＋０．００４）

８ ０．００１ ０．００５（０．００４＋０．００１）

９ Ｎ．Ｄ． ０．００３（０．００３＋Ｎ．Ｄ．）

Ｂ ０．００２ ０．００６（０．００５＋０．００１）

Ａ 単位作業場

Ｎ．Ｄ．＜０．００１ｍｇ／㎥



測定結果（２回目）

測定点 ろ過捕集 液体捕集（石英ろ紙＋インピンジャー）

１ ０．００１ ０．００４（Ｎ．Ｄ．＋０．００４）

２ Ｎ．Ｄ． ０．００７（０．００３＋０．００４）

３ Ｎ．Ｄ． ０．０１５（０．００３＋０．０１２）

４ ０．００１ ０．００２（Ｎ．Ｄ．＋０．００２）

５ ０．００２ ０．００４（０．００２＋０．００２）

６ Ｎ．Ｄ． ０．００４（０．００２＋０．００２）

７ ０．００２ ０．００２（Ｎ．Ｄ．＋０．００２）

８ ０．００１ ０．００８（０．００２＋０．００６）

９ Ｎ．Ｄ． ０．００８（０．００２＋０．００６）

Ｂ ０．００２ ０．００４（０．００２＋０．００２）

Ｂ 単位作業場

Ｎ．Ｄ．＜０．００１ｍｇ／㎥



測定結果の評価

サンプリ
ング方法

測 定 結 果 管理
区分幾何平均 幾何標準偏差 Ｂ測定値

Ａ
単
位
作
業
場

１回目 ろ過捕集 ０．０１ １．００ Ｎ．Ｄ． Ⅰ

液体捕集 ０．０１ １．００ ０．０２ Ⅰ

2回目 ろ過捕集 ０．００１ １．３６ ０．００２ Ⅰ

液体捕集 ０．００５ １．７９ ０．００６ Ⅱ

Ｂ
単
位
作
業
場

1回目 ろ過捕集 ０．０１ １．００ Ｎ．Ｄ． Ⅰ

液体捕集 ０．０１ １．４４ ０．０２ Ⅰ

2回目 ろ過捕集 ０．００１ １．００ Ｎ．Ｄ． Ⅰ

液体捕集 ０．００５ １．９３ ０．００４ Ⅱ

1回目：許容濃度 ０．１ｍｇ／㎥ ２回目：許容濃度 ０．０１ｍｇ／㎥
を用いて評価



ろ過材による気中濃度測定の比較

作業場 ろ過材 採気量（Ｌ） 濃度（ｍｇ／㎥）

Ａ メンブラン
フィルター

４８０ ０．００３

石英フィルター ８００ ０．００４

Ｂ メンブラン
フィルター

４２０ Ｎ．Ｄ．

石英フィルター ７００ ０．００１

採気流速
メンブランフィルター ： ６Ｌ／ｍｉｎ
石英ろ紙 ： １０Ｌ／ｍｉｎ



メンブランフィルターの顕微鏡写真



結果

ミスト状の化合物をサンプリングする場合、ろ過捕集法で
行った場合、十分な捕集効率が得られていない。これは、ろ
過材の材質や構造により液状のサンプルが、ろ過材の細孔
を通過して飛散することが考えられる。

クロム酸ミストの捕集法として、規定されているインピン
ジャーを用いた液体捕集法では、第一段でほぼ１００％の捕
集効率が得られた。

作業場の管理のためには、液体捕集法が有効なサンプリ
ング方法である。

十分な設備対策がされているメッキ作業場において、適切
な作業管理が行われていなければ、第Ⅱ管理区分になって
いることが確認された。


